
(57)【要約】

【課題】信号ケーブルが小さな曲率半径で繰り返し屈曲

されても信号線と回路基板との接続が破損したり信号線

が断線しない電子内視鏡の先端部を提供すること。

【解決手段】信号ケーブル２０のシールド線２２の先端

部分を束ねて差し込むためのシールド線差し込み孔１２

を回路基板８の背面壁８ｄに形成して、シールド線２２

の先端部分を半田付け接続するためのシールド線接続端

子１３をシールド線差し込み孔１２内に配置すると共に

、シールド線差し込み孔１２内に接着剤１７を充填する

ための接着剤充填孔１５を回路基板８の側面壁からシー

ルド線差し込み孔１２に連通する状態に形成した。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 挿 入 部 の 先 端 に 内 蔵 さ れ た 固 体 撮 像 素 子 の 背 面 側 に 回 路 基 板 が 配 置 さ れ て 、 上 記 挿 入 部
内 に 挿 通 配 置 さ れ た 信 号 ケ ー ブ ル の 各 信 号 線 の 先 端 が 上 記 回 路 基 板 に 接 続 さ れ た 電 子 内 視
鏡 の 先 端 部 に お い て 、
　 上 記 信 号 ケ ー ブ ル の シ ー ル ド 線 の 先 端 部 分 を 束 ね て 差 し 込 む た め の シ ー ル ド 線 差 し 込 み
孔 を 上 記 回 路 基 板 の 背 面 壁 に 形 成 し て 、 上 記 シ ー ル ド 線 の 先 端 部 分 を 半 田 付 け 接 続 す る た
め の シ ー ル ド 線 接 続 端 子 を 上 記 シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 内 に 配 置 す る と 共 に 、
　 上 記 シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 内 に 接 着 剤 を 充 填 す る た め の 接 着 剤 充 填 孔 を 上 記 回 路 基 板 の
側 面 壁 か ら 上 記 シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 に 連 通 す る 状 態 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 電 子 内
視 鏡 の 先 端 部 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 シ ー ル ド 線 接 続 端 子 が 上 記 シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 の 底 部 に 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １
記 載 の 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 の 断 面 形 状 が 矩 形 状 に 形 成 さ れ て 、 上 記 接 着 剤 充 填 孔 が 上 記
シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 の 側 面 の 角 部 に 沿 う 状 態 で 上 記 シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 に 開 口 し て い
る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 回 路 基 板 に 、 上 記 固 体 撮 像 素 子 か ら 後 方 に 延 出 す る 複 数 の リ ー ド が 接 続 さ れ る リ ー
ド 接 続 端 子 部 と 、 上 記 信 号 ケ ー ブ ル の 先 端 か ら 前 方 に 引 き 出 さ れ た 複 数 の 信 号 線 が 接 続 さ
れ る 信 号 線 接 続 端 子 部 と が 前 後 に 隣 接 し て 設 け ら れ て い て 、 上 記 接 着 剤 充 填 孔 は 、 上 記 回
路 基 板 の リ ー ド 接 続 端 子 部 の 側 面 壁 か ら 上 記 シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 に 連 通 す る 状 態 に 形 成
さ れ て い る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 子 内 視 鏡 に お い て は 一 般 に 、 挿 入 部 の 先 端 に 内 蔵 さ れ た 固 体 撮 像 素 子 の 背 面 側 に 回 路
基 板 が 配 置 さ れ て い て 、 挿 入 部 内 に 挿 通 配 置 さ れ た 信 号 ケ ー ブ ル の 各 信 号 線 の 先 端 が 回 路
基 板 に 半 田 付 け 接 続 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 ２ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ８ ３ ８ ９ ６
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ７ ６ ３ １ ４
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 上 述 の よ う な 従 来 の 電 子 内 視 鏡 に お い て は 、 挿 入 部 の 最 先 端 部 分 に 形 成 さ れ て い
る 湾 曲 部 等 が 小 さ な 曲 率 半 径 で 屈 曲 さ れ る と 挿 入 部 内 に 挿 通 配 置 さ れ て い る 信 号 ケ ー ブ ル
が 引 っ 張 ら れ 、 そ の よ う な 現 象 が 不 規 則 に 繰 り 返 さ れ る こ と に よ り 信 号 線 と 回 路 基 板 と の
半 田 付 け 接 続 部 が 剥 が れ た り 信 号 線 の 断 線 が 発 生 す る 場 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 信 号 ケ ー ブ ル が 小 さ な 曲 率 半 径 で 繰 り 返 し 屈 曲 さ れ て も 信 号 線 と 回 路
基 板 と の 接 続 が 破 損 し た り 信 号 線 が 断 線 し な い 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 は 、 挿 入 部 の 先 端 に 内 蔵 さ れ
た 固 体 撮 像 素 子 の 背 面 側 に 回 路 基 板 が 配 置 さ れ て 、 挿 入 部 内 に 挿 通 配 置 さ れ た 信 号 ケ ー ブ
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ル の 各 信 号 線 の 先 端 が 回 路 基 板 に 接 続 さ れ た 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 に お い て 、 信 号 ケ ー ブ ル
の シ ー ル ド 線 の 先 端 部 分 を 束 ね て 差 し 込 む た め の シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 を 回 路 基 板 の 背 面
壁 に 形 成 し て 、 シ ー ル ド 線 の 先 端 部 分 を 半 田 付 け 接 続 す る た め の シ ー ル ド 線 接 続 端 子 を シ
ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 内 に 配 置 す る と 共 に 、 シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 内 に 接 着 剤 を 充 填 す る た
め の 接 着 剤 充 填 孔 を 回 路 基 板 の 側 面 壁 か ら シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 に 連 通 す る 状 態 に 形 成 し
た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 な お 、 シ ー ル ド 線 接 続 端 子 が シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 の 底 部 に 配 置 さ れ て い て も よ く 、 シ
ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 の 断 面 形 状 が 矩 形 状 に 形 成 さ れ て 、 接 着 剤 充 填 孔 が シ ー ル ド 線 差 し 込
み 孔 の 側 面 の 角 部 に 沿 う 状 態 で シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 に 開 口 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 回 路 基 板 に 、 固 体 撮 像 素 子 か ら 後 方 に 延 出 す る 複 数 の リ ー ド が 接 続 さ れ る リ ー ド
接 続 端 子 部 と 、 信 号 ケ ー ブ ル の 先 端 か ら 前 方 に 引 き 出 さ れ た 複 数 の 信 号 線 が 接 続 さ れ る 信
号 線 接 続 端 子 部 と が 前 後 に 隣 接 し て 設 け ら れ て い て 、 接 着 剤 充 填 孔 は 、 回 路 基 板 の リ ー ド
接 続 端 子 部 の 側 面 壁 か ら シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 に 連 通 す る 状 態 に 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 信 号 ケ ー ブ ル の シ ー ル ド 線 の 先 端 部 分 を 束 ね て 差 し 込 む た め の シ ー ル
ド 線 差 し 込 み 孔 を 回 路 基 板 の 背 面 壁 に 形 成 し て 、 シ ー ル ド 線 の 先 端 部 分 を 半 田 付 け 接 続 す
る た め の シ ー ル ド 線 接 続 端 子 を シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 内 に 配 置 す る と 共 に 、 シ ー ル ド 線 差
し 込 み 孔 内 に 接 着 剤 を 充 填 す る た め の 接 着 剤 充 填 孔 を 回 路 基 板 の 側 面 壁 か ら シ ー ル ド 線 差
し 込 み 孔 に 連 通 す る 状 態 に 形 成 し た こ と に よ り 、 シ ー ル ド 線 の 先 端 を 回 路 基 板 に 強 固 に 接
合 す る こ と が で き る の で 、 信 号 ケ ー ブ ル が 回 路 基 板 に 対 し て 強 固 に 連 結 さ れ た 状 態 に な り
、 信 号 ケ ー ブ ル が 小 さ な 曲 率 半 径 で 繰 り 返 し 屈 曲 さ れ た よ う な 場 合 で も シ ー ル ド 線 と 回 路
基 板 の シ ー ル ド 線 接 続 端 子 と の 接 合 部 が 剥 が れ ず 、 信 号 ケ ー ブ ル と 回 路 基 板 と の 連 結 結 合
状 態 が 破 綻 し な い の で 信 号 線 に か か る 負 荷 も 減 少 し て 信 号 線 が 断 線 し な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 挿 入 部 の 先 端 に 内 蔵 さ れ た 固 体 撮 像 素 子 の 背 面 側 に 回 路 基 板 が 配 置 さ れ て 、 挿 入 部 内 に
挿 通 配 置 さ れ た 信 号 ケ ー ブ ル の 各 信 号 線 の 先 端 が 回 路 基 板 に 接 続 さ れ た 電 子 内 視 鏡 の 先 端
部 に お い て 、 信 号 ケ ー ブ ル の シ ー ル ド 線 の 先 端 部 分 を 束 ね て 差 し 込 む た め の シ ー ル ド 線 差
し 込 み 孔 を 回 路 基 板 の 背 面 壁 に 形 成 し て 、 シ ー ル ド 線 の 先 端 部 分 を 半 田 付 け 接 続 す る た め
の シ ー ル ド 線 接 続 端 子 を シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 内 に 配 置 す る と 共 に 、 シ ー ル ド 線 差 し 込 み
孔 内 に 接 着 剤 を 充 填 す る た め の 接 着 剤 充 填 孔 を 回 路 基 板 の 側 面 壁 か ら シ ー ル ド 線 差 し 込 み
孔 に 連 通 す る 状 態 に 形 成 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 ２ は 、 固 体 撮 像 素 子 ５ を 内 蔵 す る 電 子 内 視 鏡 の 挿 入 部 １ の 先 端 部 分 を 示 し て お り 、 挿
入 部 １ の 先 端 に 連 結 さ れ た 先 端 部 本 体 ２ の 先 端 面 に は 観 察 窓 ３ 等 が 配 置 さ れ て い て 、 観 察
窓 ３ の 奥 に 内 蔵 さ れ た 対 物 光 学 系 ４ に よ る 被 写 体 の 投 影 位 置 に 、 例 え ば Ｃ Ｃ Ｄ （ 電 荷 結 合
素 子 ） か ら な る 固 体 撮 像 素 子 ５ の 撮 像 面 ６ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 対 物 光 学 系 ４ と 固 体 撮 像 素 子 ５ を 保 持 す る 撮 像 ユ ニ ッ ト 枠 ７ 内 に は 、 例 え ば セ ラ ミ ッ ク
ス か ら な る ブ ロ ッ ク 体 に よ り 形 成 さ れ た 立 体 回 路 基 板 ８ が 、 固 体 撮 像 素 子 ５ の 背 面 位 置 に
固 体 撮 像 素 子 ５ に 対 し て 固 定 的 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ の 部 分 を 斜 め 後 方 か ら 見 た 状 態 を 図 示 す る 図 ３ に も 示 さ れ る よ う に 、 立 体 回 路 基 板 ８
に は 、 固 体 撮 像 素 子 ５ の 駆 動 回 路 等 を 構 成 す る 電 子 部 品 ９ が 取 り 付 け ら れ る 電 子 部 品 取 付
部 ８ Ａ と 、 固 体 撮 像 素 子 ５ か ら 後 方 に 延 出 す る 複 数 の リ ー ド １ ０ が 接 続 さ れ る リ ー ド 接 続
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端 子 部 ８ Ｂ と 、 挿 入 部 １ 内 に 挿 通 配 置 さ れ た 信 号 ケ ー ブ ル ２ ０ の 先 端 か ら 前 方 に 引 き 出 さ
れ た 複 数 の 信 号 線 ２ １ が 接 続 さ れ る 信 号 線 接 続 端 子 部 ８ Ｃ と が 前 側 か ら 順 に 後 側 に 隣 接 し
て 立 体 的 に 配 置 さ れ て い る 。 １ １ は 電 気 絶 縁 性 の 補 強 板 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 電 子 部 品 取 付 部 ８ Ａ は 、 リ ー ド 接 続 端 子 部 ８ Ｂ よ り 段 差 状 に 凹 ん だ 形 状 に 形 成 さ れ て 先
端 部 分 が 固 体 撮 像 素 子 ５ の 背 面 に 固 着 さ れ て お り 、 電 子 部 品 取 付 部 ８ Ａ に 取 り 付 け ら れ た
例 え ば コ ン デ ン サ や Ｉ Ｃ チ ッ プ 等 の よ う な 電 子 部 品 ９ が 、 固 体 撮 像 素 子 ５ の 上 下 両 端 辺 部
分 か ら 後 方 の リ ー ド 接 続 端 子 部 ８ Ｂ に 向 か っ て 延 出 す る リ ー ド １ ０ の 内 側 の 空 間 に 取 り 付
け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 リ ー ド 接 続 端 子 部 ８ Ｂ は 、 電 子 部 品 取 付 部 ８ Ａ の 後 側 に 隣 接 し て 電 子 部 品 取 付 部 ８ Ａ よ
り 上 下 両 方 向 に 突 出 し て 形 成 さ れ て い て 、 そ の 上 下 両 端 辺 に 並 ん で 配 置 さ れ た 複 数 の リ ー
ド 接 続 端 子 （ 図 示 せ ず ） に 各 リ ー ド １ ０ の 先 端 が 半 田 付 け 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 信 号 線 接 続 端 子 部 ８ Ｃ は 、 リ ー ド 接 続 端 子 部 ８ Ｂ の 後 側 に 隣 接 し て 一 部 に 凹 凸 の あ る 略
正 方 形 状 の 断 面 形 状 に 形 成 さ れ て い て 、 そ の 外 周 全 面 に 配 置 さ れ た 複 数 の 信 号 線 接 続 端 子
に 、 信 号 ケ ー ブ ル ２ ０ の 先 端 か ら 延 出 す る 信 号 線 ２ １ の 先 端 が 半 田 付 け 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ の よ う な 立 体 回 路 基 板 ８ の 背 面 壁 ８ ｄ に は 、 信 号 ケ ー ブ ル ２ ０ の シ ー ル ド 線 ２ ２ の 先
端 部 分 を 一 つ に 束 ね て 差 し 込 む た め の 略 正 方 形 状 の 断 面 形 状 の シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 １ ２
が 形 成 さ れ て お り 、 信 号 ケ ー ブ ル ２ ０ が 接 続 さ れ て い な い 状 態 を 図 示 す る 図 ４ に も 示 さ れ
る よ う に 、 シ ー ル ド 線 ２ ２ の 先 端 部 分 を 半 田 付 け 接 続 す る た め の シ ー ル ド 線 接 続 端 子 １ ３
が シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 １ ２ の 底 面 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ し て 、 シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 １ ２ 内 に 接 着 剤 を 充 填 す る た め の 接 着 剤 充 填 孔 １ ５ が 、
立 体 回 路 基 板 ８ の 側 面 壁 か ら シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 １ ２ に 連 通 す る 状 態 に Ｌ 字 形 に 形 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 接 着 剤 充 填 孔 １ ５ は 、 入 口 が リ ー ド 接 続 端 子 部 ８ Ｂ の 側 面 壁 に 開 口 形 成 さ れ て い て 、 信
号 線 接 続 端 子 部 ８ Ｃ の 内 側 に 形 成 さ れ て い る シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 １ ２ に 連 通 す る よ う に
中 間 部 で 後 方 に 真 っ 直 ぐ に 向 き を 変 え 、 シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 １ ２ の 側 面 の 角 部 に 沿 う 状
態 で シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 １ ２ の 内 面 側 に 開 口 し て 、 立 体 回 路 基 板 ８ の 背 面 壁 ８ ｄ に 出 口
開 口 １ ５ ｅ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ は 、 そ の よ う な シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 １ ２ 内 に シ ー ル ド 線 ２ ２ の 先 端 が 差 し 込 ま れ
て 組 み 立 て ら れ た 状 態 を 信 号 線 ２ １ を 省 略 し て 示 し て お り 、 シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 １ ２ 内
に お い て シ ー ル ド 線 ２ ２ の 先 端 が シ ー ル ド 線 接 続 端 子 １ ３ に 半 田 付 け １ ６ に よ り 接 続 固 着
さ れ 、 さ ら に 、 立 体 回 路 基 板 ８ の 側 面 壁 に 開 口 す る 接 着 剤 充 填 孔 １ ５ の 入 口 側 か ら 電 気 絶
縁 性 の 接 着 剤 １ ７ が シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 １ ２ 内 に 充 填 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う に し て 、 接 着 剤 充 填 孔 １ ５ を 通 っ て シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 １ ２ 内 に 充 填 さ れ た
接 着 剤 １ ７ は 立 体 回 路 基 板 ８ の 背 面 壁 ８ ｄ に 形 成 さ れ て い る 接 着 剤 充 填 孔 １ ５ の 出 口 開 口
１ ５ ｅ か ら 外 部 に 漏 れ 出 て 、 半 田 付 け １ ６ 部 分 を 完 全 に 囲 む 状 態 で 硬 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 １ ２ の 断 面 形 状 が 略 正 方 形 状 で あ る こ と に よ り 、 そ の 四 隅
部 に 接 着 剤 １ ７ が 溜 ま る 空 間 が 形 成 さ れ て シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔 １ ２ 内 に お い て 接 着 剤 １
７ が よ く 回 り 、 強 固 な 接 着 状 態 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ の 結 果 、 シ ー ル ド 線 ２ ２ の 先 端 が 立 体 回 路 基 板 ８ に 強 固 に 接 合 さ れ て 、 信 号 ケ ー ブ ル
２ ０ が 立 体 回 路 基 板 ８ に 対 し て 強 固 に 連 結 さ れ た 状 態 に な り 、 挿 入 部 １ の 先 端 部 分 に 設 け
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ら れ て い る 湾 曲 部 が 屈 曲 操 作 さ れ る こ と に よ り 信 号 ケ ー ブ ル ２ ０ が 小 さ な 曲 率 半 径 で 繰 り
返 し 屈 曲 さ れ て も 、 シ ー ル ド 線 ２ ２ と シ ー ル ド 線 接 続 端 子 １ ３ と の 半 田 付 け 接 合 部 が 剥 が
れ ず 、 信 号 ケ ー ブ ル ２ ０ と 立 体 回 路 基 板 ８ と の 連 結 結 合 状 態 が 破 綻 し な い の で 、 信 号 線 ２
１ に か か る 負 荷 も 減 少 し て 信 号 線 ２ １ が 断 線 し な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 の シ ー ル ド 線 の 先 端 部 分 が 回 路 基 板 に 対 し
て 接 続 固 定 さ れ た 状 態 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 付 近 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 の 回 路 基 板 に 信 号 ケ ー ブ ル が 接 続 さ れ た 状
態 を 斜 め 後 方 か ら 見 た 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 電 子 内 視 鏡 の 先 端 部 の 回 路 基 板 部 分 を 斜 め 後 方 か ら 見 た 状 態 の
斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 １ 　 挿 入 部
　 ２ 　 先 端 部 本 体
　 ５ 　 固 体 撮 像 素 子
　 ８ 　 立 体 回 路 基 板 （ 回 路 基 板 ）
　 ８ Ｂ 　 リ ー ド 接 続 端 子 部
　 ８ Ｃ 　 信 号 線 接 続 端 子 部
　 ８ ｄ 　 背 面 壁
　 １ ２ 　 シ ー ル ド 線 差 し 込 み 孔
　 １ ３ 　 シ ー ル ド 線 接 続 端 子
　 １ ５ 　 接 着 剤 充 填 孔
　 １ ５ ｅ 　 出 口 開 口
　 １ ６ 　 半 田 付 け
　 １ ７ 　 接 着 剤
　 ２ ０ 　 信 号 ケ ー ブ ル
　 ２ １ 　 信 号 線
　 ２ ２ 　 シ ー ル ド 線
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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